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同窓会会員の皆様へ
この度、同窓会会報誌を発刊、発送させていただきますので、ご一読いただければ幸いです。
今回の発送に際しまして、現住所等に変更がある方もいることと思います。そこで、送付先、

氏名等に変更のある方、変更後連絡をしてない方につきましては、メール・電話・ＦＡＸ（※下記
参照）にてご連絡くださいますようよろしくお願いいたします。なお、ご連絡いただきました個人
情報につきましては、同窓会関係の連絡のみに使用させていただきます。
　今後とも、同窓会の活動に、ますますのご理解・ご協力の程、よろしくお願いいたします。

大学案内・募集要項
http://telemail.jp
テレメール／資料請求受付（24時間）
●音声ガイダンスに従って資料番号を入力してください。
　IP電話 050-8601-0101
●資料請求番号　160793 （2日で資料が届きます。）
※お急ぎの場合は、本学へ直接ご連絡ください。

金城大学の建学理念等
建学理念

明日の福祉社会を先導する福祉のリーダー的存在の養成

教育理念

目的及び使命 教育目的
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教育基本法および学校教育法の精神に則り、広く知識を授けるとともに、深く専門の
学芸を教授研究し、知的、道徳的および応用的能力を養い、文化の向上および社会
の福祉に寄与する人材を育成することを目的とする。（学則第1条）

社会福祉、保育及び幼児教育、または医療及び健康を担う総合力と旺盛な意欲、
職場の即戦力につながる社会人の基礎、そして社会で幅広く活躍する積極性を身に
つけ、福祉の心を持ったエキスパートとして卒業生を社会に輩出する。

教育とは、教員と学生との全人格のぶつかり合いの中から生まれてくる学生への良い
影響である。学生とともに毎日学内で過ごす生活そのものが教育である。
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平
成
22
年
度
役
員
会 

開
催
報
告

平
成
22
年
７
月
24
日（
土
）14
時
か
ら
、本
学

医
療
健
康
学
部
棟
に
て
、平
成
22
年
度
役
員

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。会
長
の
濱
田
陽
介

さ
ん（
１
期
生
）、副
会
長
の
中
野
雄
介
さ
ん

（
１
期
生
）、会
計
監
事
の
園
谷
準
さ
ん（
１
期

生
）、上
田
良
和
さ
ん（
１
期
生
）を
は
じ
め
と
す

る
役
員
・
委
員
９
名
、学
校
関
係
者
と
し
て
は
、

加
藤
晃
金
城
学
園
理
事
長
、加
藤
真
一
金
城

学
園
副
理
事
長
、本
田
昻
金
城
大
学
学
長
、

川
上
正
文
事
務
局
長
、幹
事（
担
当
教
職
員
）の

合
計
16
名
に
て
実
施
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
濱
田
会
長
、加
藤
理
事
長
、本
田
学
長
か
ら
の
ご
挨
拶
が
あ
り
、

そ
の
後
の
議
題
と
し
て
は
、平
成
22
年
度
役
員
改
選
、平
成
21
年
度
事
業

報
告
・
決
算
に
続
き
、平
成
22
年
度
事
業
計
画
・
予
算
、同
窓
会
会
則
の
改
正

に
つ
い
て
審
議
が
な
さ
れ
、い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。今
年
度
の
主
な

事
業
計
画
と
し
て
は
、開
学
10
周
年
記
念
事
業
と
し
て
図
書
館
新
シ
ス
テ
ム

の
入
替
え
に
対
す
る
負
担
金
、事
務
費
に
対
す
る
負
担
金
が
新
規
事
業
と

し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、同
窓
会
会
報
誌
第
４
号
の
発
行
、ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
イ（
金
城
祭
案
内
）の
実
施
、同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
等

が
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
の
協
議
事
項
で
も
あ
っ
た
卒
業
生
の
大
学
施
設
利
用
に
つ
い
て
は
、

同
窓
会
会
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
て
、引
き
続
き
積
極
的

か
つ
有
効
な
支
援
体
制
を
整
備
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、平
成
19
年
度
に
開
設
し
た
医
療
健
康
学
部
、社
会
福
祉
学
部
こ
ど

も
専
攻
が
今
年
度
で
完
成
年
度
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、次
年
度
以
降
の
同
窓

会
組
織
体
制
の
あ
り
方（
合
同
組
織
ま
た
は
別
組
織
）、第
１
回
総
会
の
実
施

時
期
・
方
法
等
に
つ
い
て
、非
常
に
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、今
年

度
中
に
再
度
役
員
会
を
開
催
し
、継
続
審
議
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、卒
業
生
だ
か
ら
こ
そ
感
じ
て
い
る
意
見
や
提
案
等
も
出
さ

れ
、た
い
へ
ん
充
実
し
た
意
見
交
換
の
場
に
な
り
ま
し
た
。お
忙
し
い
中
で
の

ご
参
加
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。第
２
回
役
員
会
の
開
催
は
、

平
成
23
年
２
月
頃
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、そ
の
際
も
ご
参
加
、ご
協
力

の
程
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、今
後
と
も
円
滑
か
つ
活
発
な
同
窓
会
運
営
を
図
っ
て
い
け
る

よ
う
役
員
及
び
委
員
の
方
々
、全
て
の
卒
業
生
の
皆
様
の
ご
理
解
並
び
に

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

収入の部

会　　費
利　　息
雑　　費

前年度繰越金

合　　計

平成21年度決算

3,880,000
6,782

0
21,363,823

25,250,605

平成22年度予算

6,120,000
30,000

0
24,363,978

30,513,978

支出の部

会　議　費
金城祭経費
会報誌経費

ホームページ制作費
郵　送　費
雑　　　費
会 費 戻 金

開学10周年記念事業負担金
事務費負担金
特別会計繰入金
予　備　費
次年度繰越金

合　　計

平成21年度決算

35,502
76,850
311,850
236,250
158,460
67,715

0
̶
̶
̶

0
24,363,978

25,250,605

平成22年度予算

100,000
200,000
500,000
200,000
250,000
100,000

0
6,000,000
375,000

20,000,000
2,788,978

̶

30,513,978

会　　長　  濱田 陽介　（１期生）
副 会 長　  中野 雄介　（１期生）
会計監査　  園谷　準　 （１期生）、 上田 良和　（１期生）

委　　員　  内島 一憲　（１期生）、 熊野 裕子　（１期生）、 紺　 昇平　（１期生）、 伊藤 恵里　（２期生）、 久田　 緑　（２期生）
寺井 紀裕　（２期生）、 藤田 正憲　（２期生）、 北平 玲子　（３期生）、 田中 宏治　（３期生）、 德田 澄麗　（３期生）
新田 和恵　（３期生）、 安土 貴子　（４期生）、 川部 史香　（４期生）、 小塩 麻里奈（４期生）、 清水 敦子　（４期生）
庄田 紋子　（４期生）、 高橋 志未　（４期生）、 林　裕也 　（４期生）、 森　美夏 　（４期生）、 河野 由未子（４期生）
池上 実季　（５期生）、 越村 知恵　（５期生）、 竹本 早希　（５期生）、 山本 晴花　（５期生）、 大谷 涼子　（５期生）
江川 珠右　（５期生）、 辰田 沙弥香（５期生）、 中村 文香　（６期生）、 石川 友美　（６期生）、 早崎 久穂　（６期生）
草別 麻美　（６期生）、 大久保 朋美（６期生）、 西村 仁美　（６期生）、 宮原 千夏子（６期生）、 中野 友博　（７期生）
土田 行美　（７期生）、 津田 聡美　（７期生）、 東元 いつか（７期生）、 西川 美香　（７期生）、 荒木 友季　（７期生）
池田 彩子　（７期生）、 成川 千絵　（７期生）      

幹　　事　  松下 高信、　岡村 綾子、　島原　 徹、　坂口 憲二

同窓生ピックアップ

同窓生の皆様におかれましては、卒業後、さまざま環境の中でご活躍のことと思います。その中で、大小関わらず同期や
同じサークルだった仲間内などで久々に集まったり、大人数で同期会を開催したり・・・等々、もしそのような機会を設けて
いる方がいれば、是非、同窓会会報誌でも掲載させていただければと考えていますので、お気軽に情報をお寄せください。

同窓生活動
報告の募集

私
が
勤
め
て
い
る
石
川
県
社
会
福
祉
協
議
会

は
、市
町
村
社
協
の
支
援
事
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
推
進
、社
会
福
祉
事
業
者
の
研
修
事
業

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。私
は
総
務
管
理
課
に

所
属
し
て
お
り
、主

に
福
祉
施
設
に
融

資
を
行
う
社
会
福

祉
事
業
振
興
資
金

の
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、施
設

職
員
に
対
し
て
の

退
職
金
制
度
や
福

利
厚
生
に
つ
い
て
の

業
務
も
行
っ
て
お
り
、施
設
職
員
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
な
企
画
を
作
る
よ
う
に
心
が
け

て
い
ま
す
。

私
が
担
当
し
て
い
る
業
務
で
は
、直
接
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
や
地
域
の
方
と

関
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、在
学
中
に
実
習

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
高
齢
者
や
障
害
者
と
関
わ
っ

た
経
験
が
あ
る
の
で
、

自
分
の
仕
事
の
先
に
あ

る
そ
う
い
っ
た
人
々
の

生
活
を
意
識
し
な
が
ら

仕
事
が
で
き
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、金
城
大
学
の
先
輩
で
あ
る
南 

亮
さ
ん

（
6
期
生
）が
同
期
と
し
て
一
緒
に
働
い
て
い
ま

す
。南
さ
ん
は
雇
用
情
勢
の
悪
化
等
に
よ
り
申

請
が
急
増
し
て
い
る
生
活
福
祉
資
金
を
担
当
し

て
い
ま
す
。忙
し
い
中
で
も
一
生
懸
命
仕
事
に
取

り
組
ん
で
い
る
南
さ
ん
を
見
て
い
る
と
、負
け
ら

れ
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
良
い
刺
激
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
勤
め
始
め
て
日
が
浅
い
た
め
、石
川
県

社
協
全
体
の
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
仕
事
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
で
す
が
、ま
ず
は
今
所
属
し
て

い
る
総
務
管
理
課
の
業
務
を
し
っ
か
り
と
遂
行

で
き
る
よ
う
に
、今
後
も
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

自
分
の
仕
事
の
先
に
あ
る
人
々
の
生
活
を

意
識
し
な
が
ら
、業
務
に
あ
た
り
た
い
。

中川 貴裕さん 【石川県社会福祉協議会 勤務】
社会福祉学科・社会福祉コース  平成22年3月卒業・7期生

金
城
大
学
で
過
ご
し
た
4
年
間
で
は
、社
会

福
祉
現
場
実
習
や
教
育
実
習
な
ど
、実
際
の
福

祉
・
教
育
現
場
で
学
ぶ
機
会
も
あ
り
、と
て
も
貴

重
な
体
験
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。自
分
自
身
で

体
験
し
た
こ
と
は
、頭
に
も
心
に
も
強
い
印
象
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。現
場
で
経
験
し
た
こ
と
や
感

じ
た
こ
と
は
、福
祉
の
教
員
と
な
っ
た
現
在
、大

い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。今
で
も
よ
く
思
い
出
す

の
は
、教
員
採
用
試
験
を
目
指
し
、友
人
と
一
緒

に
頑
張
っ
た
こ
と
で
す
。

卒
業
後
、富
山
県
立
と
な
み
野
高
等
学
校
に

着
任
し
、今
年
度
は

3
年
生
の
担
任
を

し
て
い
ま
す
。教
科

指
導
、校
務
分
掌
に

加
え
て
、就
職
・
進

学
の
進
路
指
導
な

ど
、今
は
た
い
へ
ん

忙
し
い
時
期
で
す
。

し
か
し「
毎
日
生
徒

と
関
わ
る
け
れ
ど
、一
日

と
し
て
同
じ
こ
と
が
な

い
」と
い
う
の
は
、面
白

い
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

た
い
へ
ん
な
こ
と
や
落

ち
込
む
こ
と
が
あ
っ
て
も
、生
徒
に
救
わ
れ
る
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。〝
人
〞を
相
手
と
す

る
仕
事
だ
か
ら
こ
そ
、そ
う
い
っ
た『
あ
た
た
か

さ
』を
感
じ
ら
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

「
福
祉
の
も
つ
あ
た
た
か
さ
を
伝
え
た
い
」「
す

べ
て
の
人
が
幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
に
、私
た
ち
に

何
が
で
き
る
の
か
を
高
校
生
と
一
緒
に
考
え
て
い

き
た
い
」と
い
う
当
初
の
思
い
は
、７
年
目
を
迎

え
た
現
在
で
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。私
自
身
が
興

味
を
も
っ
た『
福
祉
』に
、私
と
同
じ
よ
う
に
興
味

を
も
っ
て
く
れ
る
生
徒
が
い
る
、そ
れ
は
と
て
も

嬉
し
い
こ
と
で
す
。こ
れ
か
ら
も
、生
徒
た
ち
と

と
も
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
て
、感
じ
て
、

教
員
と
し
て
も
人
間
と
し
て
も
成
長
し
続
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
と
と
も
に
考
え
、感
じ
な
が
ら
、

福
祉
の
も
つ
あ
た
た
か
さ
を
伝
え
た
い
。

澁谷 真弓さん 【富山県立となみ野高等学校 勤務】
社会福祉学科・介護福祉コース  平成16年3月卒業・1期生

平成22年度役員・委員

予算・決算　（平成21年度決算・平成22年度予算）

各方面で活躍する金城大学同窓生

（単位：円）（単位：円）
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催
さ
れ
ま
し
た
。会
長
の
濱
田
陽
介
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介
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９
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藤
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業
と
し
て
図
書
館
新
シ
ス
テ
ム

の
入
替
え
に
対
す
る
負
担
金
、事
務
費
に
対
す
る
負
担
金
が
新
規
事
業
と

し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、同
窓
会
会
報
誌
第
４
号
の
発
行
、ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
イ（
金
城
祭
案
内
）の
実
施
、同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
等

が
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
の
協
議
事
項
で
も
あ
っ
た
卒
業
生
の
大
学
施
設
利
用
に
つ
い
て
は
、

同
窓
会
会
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
て
、引
き
続
き
積
極
的

か
つ
有
効
な
支
援
体
制
を
整
備
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、平
成
19
年
度
に
開
設
し
た
医
療
健
康
学
部
、社
会
福
祉
学
部
こ
ど

も
専
攻
が
今
年
度
で
完
成
年
度
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、次
年
度
以
降
の
同
窓

会
組
織
体
制
の
あ
り
方（
合
同
組
織
ま
た
は
別
組
織
）、第
１
回
総
会
の
実
施

時
期
・
方
法
等
に
つ
い
て
、非
常
に
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、今
年

度
中
に
再
度
役
員
会
を
開
催
し
、継
続
審
議
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、卒
業
生
だ
か
ら
こ
そ
感
じ
て
い
る
意
見
や
提
案
等
も
出
さ

れ
、た
い
へ
ん
充
実
し
た
意
見
交
換
の
場
に
な
り
ま
し
た
。お
忙
し
い
中
で
の

ご
参
加
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。第
２
回
役
員
会
の
開
催
は
、

平
成
23
年
２
月
頃
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、そ
の
際
も
ご
参
加
、ご
協
力

の
程
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、今
後
と
も
円
滑
か
つ
活
発
な
同
窓
会
運
営
を
図
っ
て
い
け
る

よ
う
役
員
及
び
委
員
の
方
々
、全
て
の
卒
業
生
の
皆
様
の
ご
理
解
並
び
に

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

収入の部

会　　費
利　　息
雑　　費
前年度繰越金

合　　計

平成21年度決算

3,880,000
6,782

0
21,363,823

25,250,605

平成22年度予算

6,120,000
30,000

0
24,363,978

30,513,978

支出の部

会　議　費
金城祭経費
会報誌経費

ホームページ制作費
郵　送　費
雑　　　費
会 費 戻 金

開学10周年記念事業負担金
事務費負担金
特別会計繰入金
予　備　費
次年度繰越金

合　　計

平成21年度決算

35,502
76,850
311,850
236,250
158,460
67,715

0
̶
̶
̶

0
24,363,978

25,250,605

平成22年度予算

100,000
200,000
500,000
200,000
250,000
100,000

0
6,000,000
375,000

20,000,000
2,788,978

̶

30,513,978

会　　長　  濱田 陽介　（１期生）
副 会 長　  中野 雄介　（１期生）
会計監査　  園谷　準　 （１期生）、 上田 良和　（１期生）

委　　員　  内島 一憲　（１期生）、 熊野 裕子　（１期生）、 紺　 昇平　（１期生）、 伊藤 恵里　（２期生）、 久田　 緑　（２期生）
寺井 紀裕　（２期生）、 藤田 正憲　（２期生）、 北平 玲子　（３期生）、 田中 宏治　（３期生）、 德田 澄麗　（３期生）
新田 和恵　（３期生）、 安土 貴子　（４期生）、 川部 史香　（４期生）、 小塩 麻里奈（４期生）、 清水 敦子　（４期生）
庄田 紋子　（４期生）、 高橋 志未　（４期生）、 林　裕也 　（４期生）、 森　美夏 　（４期生）、 河野 由未子（４期生）
池上 実季　（５期生）、 越村 知恵　（５期生）、 竹本 早希　（５期生）、 山本 晴花　（５期生）、 大谷 涼子　（５期生）
江川 珠右　（５期生）、 辰田 沙弥香（５期生）、 中村 文香　（６期生）、 石川 友美　（６期生）、 早崎 久穂　（６期生）
草別 麻美　（６期生）、 大久保 朋美（６期生）、 西村 仁美　（６期生）、 宮原 千夏子（６期生）、 中野 友博　（７期生）
土田 行美　（７期生）、 津田 聡美　（７期生）、 東元 いつか（７期生）、 西川 美香　（７期生）、 荒木 友季　（７期生）
池田 彩子　（７期生）、 成川 千絵　（７期生）      

幹　　事　  松下 高信、　岡村 綾子、　島原　 徹、　坂口 憲二

同窓生ピックアップ

同窓生の皆様におかれましては、卒業後、さまざま環境の中でご活躍のことと思います。その中で、大小関わらず同期や
同じサークルだった仲間内などで久々に集まったり、大人数で同期会を開催したり・・・等々、もしそのような機会を設けて
いる方がいれば、是非、同窓会会報誌でも掲載させていただければと考えていますので、お気軽に情報をお寄せください。

同窓生活動
報告の募集

私
が
勤
め
て
い
る
石
川
県
社
会
福
祉
協
議
会

は
、市
町
村
社
協
の
支
援
事
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
推
進
、社
会
福
祉
事
業
者
の
研
修
事
業

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。私
は
総
務
管
理
課
に

所
属
し
て
お
り
、主

に
福
祉
施
設
に
融

資
を
行
う
社
会
福

祉
事
業
振
興
資
金

の
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、施
設

職
員
に
対
し
て
の

退
職
金
制
度
や
福

利
厚
生
に
つ
い
て
の

業
務
も
行
っ
て
お
り
、施
設
職
員
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
な
企
画
を
作
る
よ
う
に
心
が
け

て
い
ま
す
。

私
が
担
当
し
て
い
る
業
務
で
は
、直
接
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
や
地
域
の
方
と

関
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、在
学
中
に
実
習

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
高
齢
者
や
障
害
者
と
関
わ
っ

た
経
験
が
あ
る
の
で
、

自
分
の
仕
事
の
先
に
あ

る
そ
う
い
っ
た
人
々
の

生
活
を
意
識
し
な
が
ら

仕
事
が
で
き
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、金
城
大
学
の
先
輩
で
あ
る
南 

亮
さ
ん

（
6
期
生
）が
同
期
と
し
て
一
緒
に
働
い
て
い
ま

す
。南
さ
ん
は
雇
用
情
勢
の
悪
化
等
に
よ
り
申

請
が
急
増
し
て
い
る
生
活
福
祉
資
金
を
担
当
し

て
い
ま
す
。忙
し
い
中
で
も
一
生
懸
命
仕
事
に
取

り
組
ん
で
い
る
南
さ
ん
を
見
て
い
る
と
、負
け
ら

れ
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
良
い
刺
激
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
勤
め
始
め
て
日
が
浅
い
た
め
、石
川
県

社
協
全
体
の
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
仕
事
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
で
す
が
、ま
ず
は
今
所
属
し
て

い
る
総
務
管
理
課
の
業
務
を
し
っ
か
り
と
遂
行

で
き
る
よ
う
に
、今
後
も
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

自
分
の
仕
事
の
先
に
あ
る
人
々
の
生
活
を

意
識
し
な
が
ら
、業
務
に
あ
た
り
た
い
。

中川 貴裕さん 【石川県社会福祉協議会 勤務】
社会福祉学科・社会福祉コース  平成22年3月卒業・7期生

金
城
大
学
で
過
ご
し
た
4
年
間
で
は
、社
会

福
祉
現
場
実
習
や
教
育
実
習
な
ど
、実
際
の
福

祉
・
教
育
現
場
で
学
ぶ
機
会
も
あ
り
、と
て
も
貴

重
な
体
験
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。自
分
自
身
で

体
験
し
た
こ
と
は
、頭
に
も
心
に
も
強
い
印
象
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。現
場
で
経
験
し
た
こ
と
や
感

じ
た
こ
と
は
、福
祉
の
教
員
と
な
っ
た
現
在
、大

い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。今
で
も
よ
く
思
い
出
す

の
は
、教
員
採
用
試
験
を
目
指
し
、友
人
と
一
緒

に
頑
張
っ
た
こ
と
で
す
。

卒
業
後
、富
山
県
立
と
な
み
野
高
等
学
校
に

着
任
し
、今
年
度
は

3
年
生
の
担
任
を

し
て
い
ま
す
。教
科

指
導
、校
務
分
掌
に

加
え
て
、就
職
・
進

学
の
進
路
指
導
な

ど
、今
は
た
い
へ
ん

忙
し
い
時
期
で
す
。

し
か
し「
毎
日
生
徒

と
関
わ
る
け
れ
ど
、一
日

と
し
て
同
じ
こ
と
が
な

い
」と
い
う
の
は
、面
白

い
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

た
い
へ
ん
な
こ
と
や
落

ち
込
む
こ
と
が
あ
っ
て
も
、生
徒
に
救
わ
れ
る
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。〝
人
〞を
相
手
と
す

る
仕
事
だ
か
ら
こ
そ
、そ
う
い
っ
た『
あ
た
た
か

さ
』を
感
じ
ら
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

「
福
祉
の
も
つ
あ
た
た
か
さ
を
伝
え
た
い
」「
す

べ
て
の
人
が
幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
に
、私
た
ち
に

何
が
で
き
る
の
か
を
高
校
生
と
一
緒
に
考
え
て
い

き
た
い
」と
い
う
当
初
の
思
い
は
、７
年
目
を
迎

え
た
現
在
で
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。私
自
身
が
興

味
を
も
っ
た『
福
祉
』に
、私
と
同
じ
よ
う
に
興
味

を
も
っ
て
く
れ
る
生
徒
が
い
る
、そ
れ
は
と
て
も

嬉
し
い
こ
と
で
す
。こ
れ
か
ら
も
、生
徒
た
ち
と

と
も
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
て
、感
じ
て
、

教
員
と
し
て
も
人
間
と
し
て
も
成
長
し
続
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
と
と
も
に
考
え
、感
じ
な
が
ら
、

福
祉
の
も
つ
あ
た
た
か
さ
を
伝
え
た
い
。

澁谷 真弓さん 【富山県立となみ野高等学校 勤務】
社会福祉学科・介護福祉コース  平成16年3月卒業・1期生

平成22年度役員・委員

予算・決算　（平成21年度決算・平成22年度予算）

各方面で活躍する金城大学同窓生

（単位：円）（単位：円）



平
成
21     
年
度  

卒
業
式　
３
・
18      

第
７
回
卒
業
証
書
・
学

位
授
与
式
が
白
山
市
松
任

文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。社
会
福
祉
学
部
の
卒

業
生
１
９
１
名
が
学
び

舎
を
後
に
し
、社
会
に
向
け

て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

式
で
は
、加
藤
理
事
長

が
告
辞
を
述
べ
、本
田
学
長

が「
大
き
く
羽
ば
た
い
て

ほ
し
い
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。続
い
て
、⻆
白
山
市
長
、実
盛

後
援
会
会
長
な
ど
よ
り
祝
電
を
賜
り
ま
し
た
。卒
業
生
を
代
表

し
て
、成
川
千
絵
さ
ん
が
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、同
日
、会
場
を
金
沢
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル
東
急
に
移
し
、

卒
業
パ
ー
テ
ィ
ー
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
卒
業
式
は
、平
成
23
年
３
月
18
日
に
白
山
市
松
任

文
化
会
館
に
て
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

平
成
22     
年
度  

入
学
式　
４
・
2
   

第
11
回
入
学
式
が
白
山
市
松
任
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、社
会

福
祉
学
部
、医
療
健
康
学
部
の
２
８
１
名
が
入
学
し
、新
生
活
へ

の
期
待
を
胸
に
大
学
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

式
で
は
、加
藤
理
事
長

が
告
辞
を
述
べ
、本
田
学
長

が「
目
標
の
実
現
に
向
か
っ

て
、情
熱
を
忘
れ
ず
、邁
進

し
て
ほ
し
い
」と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。続
い
て
、⻆
白

山
市
長
、実
盛
後
援
会
会

長
な
ど
よ
り
祝
電
を
賜
り

ま
し
た
。新
入
生
を
代
表

し
て
、高
田
彩
香
さ
ん（
社

会
福
祉
学
部
）が
宣
誓
し

ま
し
た
。

新
入
生
歓
迎
会　
４
・
10      

例
年
実
施
し
て
い
る
新
入
生
歓
迎
会
が
、今
年
度
も
４
月
10

日（
土
）に
行
わ
れ
ま
し
た
。学
友
会
が
中
心
と
な
り
、新
入
生
が

早
く
大
学
生
活
に
な
じ
め
る
よ
う
に
、日
光
ア
リ
ー
ナ（
体
育
館
）

で
の
ク
ラ
ブ
・
同
好
会
紹
介
や
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
、劇
、ク
イ
ズ
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。ビ
ン
ゴ
大
会
で
は
、今
年
度
も

豪
華
景
品
が
用
意
さ
れ
、た
い
へ
ん
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

新
入
生
は
歓
迎
会
を
通
じ
て
、金
城

大
学
の
良
さ
を
体
感
で
き
た
１
日
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

新
入
生
合
宿
研
修　
４
・
16      
〜
18      

例
年
実
施
し
て
い
る
両
学
部
合
同
の
新
入
生
合
宿
研
修
が
、

今
年
度
も
４
月
16
日
〜
17
日
、17
日
〜
18
日
の
２
班
体
制
に
て
、

か
ん
ぽ
の
郷
白
山
尾
口
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。毎
年
、学
生
生
活
に

必
要
な
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
、大

学
生
と
し
て
の
自
覚
と
計
画
を
持
つ
、

異
な
る
学
部
、専
攻
の
学
生
や
、教

職
員
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
な
ど
を

目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、マ
ナ
ー
講
座
、講
話
、

懇
親
会
な
ど
を
通
じ
て
、今
後
の
大

学
生
活
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と

が
出
来
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ・
同
好
会
代
表
者
研
修
会　
５
・
29      

5
月
29
日（
土
）9
時
か
ら
S
棟（
社
会
福
祉
学
部
棟
）2
階
中

講
義
室
と
日
光
ア
リ
ー
ナ
に
て
ク
ラ
ブ
・
同
好
会
代
表
者
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。32
団
体
68
名
の
ク
ラ
ブ
・
同
好
会
の
代
表

者
が
参
加
し
、個
人
情
報
の
管
理
に
つ
い
て
説
明
会
を
実
施
し
た

後
に
、日
光
ア
リ
ー
ナ
に
て
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
行
い
ま
し
た
。異
な

る
ク
ラ
ブ
・
同
好
会
の
代
表
者
が
集
ま
る
こ
と
に
よ
り
大
変
よ
い

交
流
の
場
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
22     
年
度  
第
35     
回
金
城
祭　
10      
・
23      
〜
24      

今
年
度
も「
心
が
ご
近
所
!!!
金
城

祭
!!!!!
〜
み
ん
な
仲
良
し 
お
隣
さ
ん

★
〜
」を
テ
ー
マ
に
、第
35
回
金
城
祭

が
10
月
23
日（
土
）・
24
日（
日
）に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。今
年
度
は「
Hi-

Fi

C
A
M
P
」に
よ
る
ゲ
ス
ト
ラ
イ
ブ
、

模
擬
店
、ス
テ
ー
ジ
で
の
各
種
イ
ベ
ン

ト
等
の
企
画
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
来
場

い
た
だ
き
、大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を

閉
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　開
学
10     
周
年
事
業（
記
念
講
演
・
記
念
祝
賀
会
）開
催　
10      
・
31      

平
成
12
年
４
月
に
開
学
し
た
金
城

大
学
も
今
年
度
で
11
年
目
に
入
っ
た

こ
と
か
ら
、開
学
10
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、記
念
講
演
・
記
念
祝
賀
会
が
ホ

テ
ル
日
航
金
沢
に
て
、10
月
31
日（
日
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
参
議
院
議
員    

三
原
じ
ゅ
ん
子
氏
に
よ
る「
介
護
問
題

と
女
性
の
健
康
に
つ
い
て
」と
題
し
た
、た
い
へ
ん
興
味
深
い
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記
念
講
演
終
了
後
に
行
わ
れ
た
記

念
祝
賀
会
で
は
、加
藤
晃
理
事
長
の
挨

拶
に
始
ま
り
、森
喜
朗
衆
議
院
議
員
、

馳
浩
衆
議
院
議
員
、北
村
茂
男
衆
議

院
議
員
、岡
田
直
樹
参
議
院
議
員
な

ど
か
ら
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。ま
た
、

同
窓
会
、後
援
会
か
ら
、記
念
事
業

と
し
て
図
書
館
新
シ
ス
テ
ム
の
目
録

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
他
、多
く
の
祝
電
も
賜
り
、盛
大
な
祝

宴
と
な
り
ま
し
た
。最
後
に
、本
田
昻
学
長
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。同
窓
会
役
員
・
委
員
の
皆
様
に
も
多
数
の
ご
出
席
を
賜

り
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Events

平成21年度  金城学園  財務概要
■消費収支計算書 （単位：千円）

科　　目 金　　額
消費収入の部

科　　目 金　　額
消費支出の部

■貸借対照表 （単位：千円）

科　　目
固定資産
　　　　　　有形固定資産
　　　　その他の固定資産
流動資産
資産の部（合計）

金　　額
資産の部

科　　目

※ 詳しくは、金城学園ホームページ（http://www.kinjo.ac.jp/）をご覧ください。

金　　額
負債・基本金・消費収支差額の部

社会福祉学部

社会福祉学科

社会福祉専攻 こども専攻

理学療法学科

社会福祉
コース

介護福祉
コース

医療・福祉
ビジネスコース

医療健康学部

金城大学

※医療・福祉ビジネスコースは2009年4月に新設

平成22年度 金城大学 学部・学科構成 一覧

福祉施設
など
99人企業

64人

教員 8人
公務員 3人

未就職 4人
進学 7人
その他 6人

就職率97.8％=就職者数174／就職希望者数178×100

職　種業　　種

平成22年3月卒業生の進路結果 業種別就職状況 （2010年5月現在）

【福祉施設など】
高齢者施設 　　　57人
障害者施設 　　　24人
病院 　　　  8人
児童施設 　　　  5人
社会福祉協議会　　4人
その他 　　　  1人
------------------------------
計 　　　99人

介護職 　　　88人
支援員・指導員　　22人
相談援助職 　　　  3人
MSW 　　　  3人
営業職 　　　20人
販売職 　　　  7人
事務職 　　　10人
製造職 　　　  4人
接客職 　　　  3人
公務員 　　　  3人
教員 　　　  8人
その他 　　　  3人
------------------------------
計 　　  174人

就職率 97.8％
卒業生 　  191人
就職希望者 　  178人
（就職174人・未就職4人）
進学 　　   7人
その他 　　   6人

【企業】
卸売・小売業 　　　19人
医療・福祉 　　　20人
製造業 　　　  7人
複合サービス業　　 5人
建設業 　　　  1人
サービス業 　　　  6人
運輸業 　　　  1人
金融・保険業 　　　  2人
飲食・宿泊業　　　  2人
情報通信業 　　　  1人
------------------------------
計 　　　64人

【公務員】
市町村 　　　   2人
消防 　　　   1人
------------------------------
計 　　　   3人

【教員】
高等学校 　　　   1人
特別支援学校　　　 6人
小学校 　　　   1人
------------------------------
計 　　　   8人

【進学】
大学院 　　　   2人
大学 　　　   1人
短期大学 　　　   2人
専門学校 　　　   2人
------------------------------
計 　　　   7人

学生生徒納付金
補助金
その他
基本金組入額
消費収入の額（合計）

2,399,958
823,966
189,673
‐235,192
3,178,405

人件費
教育研究経費
管理経費
その他
消費収入超過額
消費支出の部（合計）

2,111,722
728,587
434,379
81,304

‐177,587
3,178,405

9,554,153
（9,194,420）
（359,733）
2,481,740
12,035,893

固定負債
流動負債
基本金
消費収支差額
負債・基本金・消費収支差額の合計（合計）

2,258,363
693,397

10,903,800
‐1,819,667
12,035,893



平
成
21     
年
度  

卒
業
式　
３
・
18      

第
７
回
卒
業
証
書
・
学

位
授
与
式
が
白
山
市
松
任

文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。社
会
福
祉
学
部
の
卒

業
生
１
９
１
名
が
学
び

舎
を
後
に
し
、社
会
に
向
け

て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

式
で
は
、加
藤
理
事
長

が
告
辞
を
述
べ
、本
田
学
長

が「
大
き
く
羽
ば
た
い
て

ほ
し
い
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。続
い
て
、⻆
白
山
市
長
、実
盛

後
援
会
会
長
な
ど
よ
り
祝
電
を
賜
り
ま
し
た
。卒
業
生
を
代
表

し
て
、成
川
千
絵
さ
ん
が
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、同
日
、会
場
を
金
沢
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル
東
急
に
移
し
、

卒
業
パ
ー
テ
ィ
ー
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
卒
業
式
は
、平
成
23
年
３
月
18
日
に
白
山
市
松
任

文
化
会
館
に
て
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

平
成
22     
年
度  

入
学
式　
４
・
2
   

第
11
回
入
学
式
が
白
山
市
松
任
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、社
会

福
祉
学
部
、医
療
健
康
学
部
の
２
８
１
名
が
入
学
し
、新
生
活
へ

の
期
待
を
胸
に
大
学
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

式
で
は
、加
藤
理
事
長

が
告
辞
を
述
べ
、本
田
学
長

が「
目
標
の
実
現
に
向
か
っ

て
、情
熱
を
忘
れ
ず
、邁
進

し
て
ほ
し
い
」と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。続
い
て
、⻆
白

山
市
長
、実
盛
後
援
会
会

長
な
ど
よ
り
祝
電
を
賜
り

ま
し
た
。新
入
生
を
代
表

し
て
、高
田
彩
香
さ
ん（
社

会
福
祉
学
部
）が
宣
誓
し

ま
し
た
。

新
入
生
歓
迎
会　
４
・
10      

例
年
実
施
し
て
い
る
新
入
生
歓
迎
会
が
、今
年
度
も
４
月
10

日（
土
）に
行
わ
れ
ま
し
た
。学
友
会
が
中
心
と
な
り
、新
入
生
が

早
く
大
学
生
活
に
な
じ
め
る
よ
う
に
、日
光
ア
リ
ー
ナ（
体
育
館
）

で
の
ク
ラ
ブ
・
同
好
会
紹
介
や
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
、劇
、ク
イ
ズ
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。ビ
ン
ゴ
大
会
で
は
、今
年
度
も

豪
華
景
品
が
用
意
さ
れ
、た
い
へ
ん
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

新
入
生
は
歓
迎
会
を
通
じ
て
、金
城

大
学
の
良
さ
を
体
感
で
き
た
１
日
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

新
入
生
合
宿
研
修　
４
・
16      
〜
18      

例
年
実
施
し
て
い
る
両
学
部
合
同
の
新
入
生
合
宿
研
修
が
、

今
年
度
も
４
月
16
日
〜
17
日
、17
日
〜
18
日
の
２
班
体
制
に
て
、

か
ん
ぽ
の
郷
白
山
尾
口
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。毎
年
、学
生
生
活
に

必
要
な
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
、大

学
生
と
し
て
の
自
覚
と
計
画
を
持
つ
、

異
な
る
学
部
、専
攻
の
学
生
や
、教

職
員
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
な
ど
を

目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、マ
ナ
ー
講
座
、講
話
、

懇
親
会
な
ど
を
通
じ
て
、今
後
の
大

学
生
活
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と

が
出
来
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ・
同
好
会
代
表
者
研
修
会　
５
・
29      

5
月
29
日（
土
）9
時
か
ら
S
棟（
社
会
福
祉
学
部
棟
）2
階
中

講
義
室
と
日
光
ア
リ
ー
ナ
に
て
ク
ラ
ブ
・
同
好
会
代
表
者
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。32
団
体
68
名
の
ク
ラ
ブ
・
同
好
会
の
代
表

者
が
参
加
し
、個
人
情
報
の
管
理
に
つ
い
て
説
明
会
を
実
施
し
た

後
に
、日
光
ア
リ
ー
ナ
に
て
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
行
い
ま
し
た
。異
な

る
ク
ラ
ブ
・
同
好
会
の
代
表
者
が
集
ま
る
こ
と
に
よ
り
大
変
よ
い

交
流
の
場
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
22     
年
度  

第
35     
回
金
城
祭　
10      
・
23      
〜
24      

今
年
度
も「
心
が
ご
近
所
!!!
金
城

祭
!!!!!
〜
み
ん
な
仲
良
し 

お
隣
さ
ん

★
〜
」を
テ
ー
マ
に
、第
35
回
金
城
祭

が
10
月
23
日（
土
）・
24
日（
日
）に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。今
年
度
は「
Hi-

Fi

C
A
M
P
」に
よ
る
ゲ
ス
ト
ラ
イ
ブ
、

模
擬
店
、ス
テ
ー
ジ
で
の
各
種
イ
ベ
ン

ト
等
の
企
画
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
来
場

い
た
だ
き
、大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を

閉
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　開
学
10     
周
年
事
業（
記
念
講
演
・
記
念
祝
賀
会
）開
催　
10      
・
31      

平
成
12
年
４
月
に
開
学
し
た
金
城

大
学
も
今
年
度
で
11
年
目
に
入
っ
た

こ
と
か
ら
、開
学
10
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、記
念
講
演
・
記
念
祝
賀
会
が
ホ

テ
ル
日
航
金
沢
に
て
、10
月
31
日（
日
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
参
議
院
議
員    

三
原
じ
ゅ
ん
子
氏
に
よ
る「
介
護
問
題

と
女
性
の
健
康
に
つ
い
て
」と
題
し
た
、た
い
へ
ん
興
味
深
い
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記
念
講
演
終
了
後
に
行
わ
れ
た
記

念
祝
賀
会
で
は
、加
藤
晃
理
事
長
の
挨

拶
に
始
ま
り
、森
喜
朗
衆
議
院
議
員
、

馳
浩
衆
議
院
議
員
、北
村
茂
男
衆
議

院
議
員
、岡
田
直
樹
参
議
院
議
員
な

ど
か
ら
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。ま
た
、

同
窓
会
、後
援
会
か
ら
、記
念
事
業

と
し
て
図
書
館
新
シ
ス
テ
ム
の
目
録

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
他
、多
く
の
祝
電
も
賜
り
、盛
大
な
祝

宴
と
な
り
ま
し
た
。最
後
に
、本
田
昻
学
長
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。同
窓
会
役
員
・
委
員
の
皆
様
に
も
多
数
の
ご
出
席
を
賜

り
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Events

平成21年度  金城学園  財務概要
■消費収支計算書 （単位：千円）

科　　目 金　　額
消費収入の部

科　　目 金　　額
消費支出の部

■貸借対照表 （単位：千円）

科　　目
固定資産
　　　　　　有形固定資産
　　　　その他の固定資産
流動資産
資産の部（合計）

金　　額
資産の部

科　　目

※ 詳しくは、金城学園ホームページ（http://www.kinjo.ac.jp/）をご覧ください。

金　　額
負債・基本金・消費収支差額の部

社会福祉学部

社会福祉学科

社会福祉専攻 こども専攻

理学療法学科

社会福祉
コース

介護福祉
コース

医療・福祉
ビジネスコース

医療健康学部

金城大学

※医療・福祉ビジネスコースは2009年4月に新設

平成22年度 金城大学 学部・学科構成 一覧

福祉施設
など
99人企業

64人

教員 8人
公務員 3人

未就職 4人
進学 7人
その他 6人

就職率97.8％=就職者数174／就職希望者数178×100

職　種業　　種

平成22年3月卒業生の進路結果 業種別就職状況 （2010年5月現在）

【福祉施設など】
高齢者施設 　　　57人
障害者施設 　　　24人
病院 　　　  8人
児童施設 　　　  5人
社会福祉協議会　　4人
その他 　　　  1人
------------------------------
計 　　　99人

介護職 　　　88人
支援員・指導員　　22人
相談援助職 　　　  3人
MSW 　　　  3人
営業職 　　　20人
販売職 　　　  7人
事務職 　　　10人
製造職 　　　  4人
接客職 　　　  3人
公務員 　　　  3人
教員 　　　  8人
その他 　　　  3人
------------------------------
計 　　  174人

就職率 97.8％
卒業生 　  191人
就職希望者 　  178人
（就職174人・未就職4人）
進学 　　   7人
その他 　　   6人

【企業】
卸売・小売業 　　　19人
医療・福祉 　　　20人
製造業 　　　  7人
複合サービス業　　 5人
建設業 　　　  1人
サービス業 　　　  6人
運輸業 　　　  1人
金融・保険業 　　　  2人
飲食・宿泊業　　　  2人
情報通信業 　　　  1人
------------------------------
計 　　　64人

【公務員】
市町村 　　　   2人
消防 　　　   1人
------------------------------
計 　　　   3人

【教員】
高等学校 　　　   1人
特別支援学校　　　 6人
小学校 　　　   1人
------------------------------
計 　　　   8人

【進学】
大学院 　　　   2人
大学 　　　   1人
短期大学 　　　   2人
専門学校 　　　   2人
------------------------------
計 　　　   7人

学生生徒納付金
補助金
その他
基本金組入額
消費収入の額（合計）

2,399,958
823,966
189,673
‐235,192
3,178,405

人件費
教育研究経費
管理経費
その他
消費収入超過額
消費支出の部（合計）

2,111,722
728,587
434,379
81,304

‐177,587
3,178,405

9,554,153
（9,194,420）
（359,733）
2,481,740
12,035,893

固定負債
流動負債
基本金
消費収支差額
負債・基本金・消費収支差額の合計（合計）

2,258,363
693,397

10,903,800
‐1,819,667
12,035,893



公
開
講
座

今
年
度
も
５
月
１
日
か
ら
10
月
30
日（
各
土
曜
日
、全
20

講
座
）に
か
け
、短
大
部
と
の
共
同
事
業
と
し
て「
金
城
大
学
・

金
城
大
学
短
期
大
学
部
公
開
講
座
」を
実
施
し
ま
し
た
。大
学
・

短
大
部
の
先
生
方
に
よ
る
健
康
や
生
活
に
根
付
い
た
講
義
が

行
わ
れ
、地
域
の
方
々
を
中
心
に
、今
年
も
多
く
の
聴
講
者
が

あ
り
ま
し
た
。な
お
、平
成
23
年
度
も
同
時
期
に
実
施
予
定
な
の

で
、大
学
・
短
大
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
ご
参
照
の
上
、是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

ゆ
う
が
く
広
場
・
悠
遊
健
康
サ
ー
ク
ル

介
護
福
祉
コ
ー
ス
に
よ
る
地

域
の
高
齢
者
の
方
々
と
の
交
流

を
通
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
事
業
と
し
て「
ゆ
う
が
く
広

場
」を
、理
学
療
法
学
科
に
よ
る

白
山
市
と
本
学
が
連
携
し
た
地

域
在
住
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、健
康
体

操
な
ど
を
本
学
学
生
と
交
流
し

な
が
ら
行
う
健
康
維
持
・
改
善

講
座
事
業
と
し
て「
遊
悠
健
康

サ
ー
ク
ル
」を
実
施
し
て
い
ま

す
。地
域
の
方
々
か
ら
も
た
い
へ

ん
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。活
動
状
況
等
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

北
國
健
康
生
き
が
い
支
援
事
業

北
國
新
聞
社
と
の
共
催

に
て
、一
般
の
方
を
対
象
に

し
た
通
年
事
業
と
し
て

「
社
会
福
祉
講
演
会
」
、

「
医
療
健
康
講
演
会
」
、

「
福
祉
創
造
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。今
年

度
は
７
月
31
日（
土
）に
医

療
健
康
学
部
武
田
功
教
授

に
よ
る「
老
人
を
寝
た
き
り

に
さ
せ
な
い
た
め
」、９
月

18
日（
土
）に
社
会
福
祉
学

部
松
浦
万
里
子
教
授
に
よ

る「
あ
な
た
と
私
の
福
祉
観

〜
豊
か
な
老
後
の
た
め
に

乗
り
越
え
る
べ
き
課
題
〜
」を
開
催

し
、多
く
の
聴
講
者
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
21
日
（
日
）に
は
、

「
第
５
回
福
祉
創
造
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

（
詳
細
に
つ
い
て
は
、裏
面
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。）の
開
催
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
の
で
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

卒
業
生
の
施
設
利
用

卒
業
生
の
皆
さ
ん
も
図
書
館
所
蔵
資
料
の
閲
覧
・
複
写
・
貸
出

が
で
き
ま
す
。（
貸
出
期
間
の
延
長
は
で
き
ま
せ
ん
。）

《
貸
出
冊
数
》 

３
冊　
《
貸
出
期
間
》２
週
間（
雑
誌
は
除
く
）

※
必
ず
事
前
に
図
書
館
ま
で
連
絡（
０
７
６

-

２
７
６

-

４
４

１
２
）し
て
く
だ
さ
い
。そ
の
際
、卒
業
年
度
・
学
籍
番
号
・
学
科
・

名
前
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
利
用
の
際
は
現
住
所
等
を
確
認
で
き
る
も
の（
免
許
証

な
ど
）を
持
参
し
、カ
ウ
ン
タ
ー
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
利
用
日
・
時
間
は
在
学
生
と

同
様
で
す
。

ま
た
、卒
業
生
が
勉
強
会（
自

主
ゼ
ミ
・
研
究
会
）を
実
施
で
き

る
環
境（
場
所
）整
備
と
し
て
、平

日
夜
、土
曜
日
な
ど
に
小
講
義

室
・
演
習
室
等
を
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。な
お
、実
際
の
使

用
に
係
る
手
続
き
等
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

退
職
教
職
員
の
ご
案
内

社
会
福
祉
学
部
の
棚
田
洋
一
教
授
、平
下
政
美
教
授
、

医
療
健
康
学
部
の
野
村
岳
而
教
授
、木
村
朗
教
授
及
び

事
務
職
員
の
南
眞
代
さ
ん（
保
健
室
）が
３
月
末
で
退
任

さ
れ
ま
し
た
。

Academic Activities

特
別
研
究
活
動
成
果
報
告
会  

開
催
報
告

　

本
学
教
員
を
対
象
に
、学
内
競
争
的
資
金
と
し
て
交
付
さ
れ
る

特
別
研
究
費
・
国
外
研
究
費
に
採
択
さ
れ
た
研
究
活
動
に
つ
い

て
、平
成
22
年
度
は
６
月
28
日（
月
）、30
日（
水
）、７
月
１
日

（
木
）の
３
日
間
で
、全
13
件
の
活
動
報
告（
平
成
21
年
度
交
付
者

に
よ
る
報
告
）を
行
い
ま
し
た
。平
成
22
年
度
の
発
表
者
は
左
記

の
通
り
で
す
。

■１ 

下
村  

有
子　

教
授

「
五
感
に
よ
る
温
泉
イ
メ
ー
ジ
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
」

■２ 

永
井  

将
太　

講
師

「
ミ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー（M

irror Therapy

）の
効
果
検
証
に

関
す
る
研
究
」

■３ 

小
島  

聖　

講
師

「
若
年
健
常
者
に
お
け
る
足
部
形
態
が
足
趾
筋
力
と
立
位

バ
ラ
ン
ス
の
及
ぼ
す
影
響
」

■４ 

野
口  

雅
弘　

講
師

「
日
本
の
青
年
男
子
に
お
け
る
低
強
度
運
動
前
後
の
血
管

内
皮
機
能
の
変
化
」

■５ 

山
本  

拓
哉　

助
手

「
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
歩
行
時
に
お
け
る
骨
盤
後
下
方
牽
引
が

下
肢
筋
活
動
に
及
ぼ
す
影
響
」

■６ 

田
中  

克
恵　

講
師

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
終
末
期
ケ
ア
の
実
施
に

繋
が
る
施
設
の
構
造
〜
北
陸
三
県
の
調
査
結
果
か
ら
〜
」

■７ 

寺
尾  

研
二　

講
師

「
下
肢
に
対
す
る
温
熱
刺
激
の
範
囲
が
姿
勢
制
御
機
能
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
の
研
究
」

■８ 

佐
々
木  

賢
太
郎　

講
師

「
階
段
動
作
に
お
け
る
支
持
脚
の
運
動
解
析
〜
ジ
ャ
イ
ロ
セ
ン

サ
ー
を
用
い
た
回
旋
運
動
の
検
討
〜
」

■９ 

川
邊  

弘
之　

教
授

「
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
に
お
け
る『
質
よ
り
量
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』の
数
学

的
検
証
と
仮
想
ノ
ー
ト
テ
ー
カ
ー
」

■10 

大
塚  

郁
朗　

教
授

「『
気
に
な
る
』子
を
担
当
す
る
保
育
士
の
意
識
に
関
す
る
調
査
Ⅱ
」

■11 

内  

慶
瑞　

准
教
授

「
滑
川
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
展
開
過
程
に
お
け
る
考
察
」

■12 

木
林  

勉　

准
教
授

「
高
齢
者
に
お
け
る
運
動
機
能
評
価
の
検
証
」

■13 

神
谷  

晃
央　

講
師

「
股
関
節
体
操
時
の
筋
活
動
の
特
徴
と
即
時
的
効
果
」

研
究
成
果
最
適
展
開
支
援
事
業（
A
│

S
T
E
P
）  

採
択
状
況

　

独
立
行
政
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
に
よ
る
研
究
成
果
最
適

展
開
支
援
事
業（
A
│
S
T
E
P
）「
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ス
タ
デ
ィ

（
探
索
タ
イ
プ
）」に
つ
い
て
、平
成
22
年
度
の
採
択
・
交
付
者
は

左
記
の
通
り
で
す
。

■１ 

神
谷  

晃
央　

講
師

「
身
体
活
動
援
助
型
車
い
す
の
研
究
開
発
│
最
適
な
シ
ー
ト

の
傾
斜
と
形
状
の
検
討
│
」

科
学
研
究
費
補
助
金  

採
択
状
況

　

文
部
科
学
省
及
び
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
に
よ
る

科
学
研
究
費
補
助
金
は
、人
文
・
社
会
科
学
か
ら
自
然
科
学
ま
で

全
て
の
分
野
に
わ
た
り
、豊
か
な
社
会
発
展
の
基
盤
と
な
る
独

創
的
・
先
駆
的
な
研
究
に
対
す
る
助
成
制
度
で
す
。平
成
22
年
度

の
採
択
・
交
付
者
は
左
記
の
通
り
で
す
。

■１ 

木
谷  

尚
美　

准
教
授

「
健
康
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
認
知
症
準
備
教
育『
認
知
症

マ
イ
プ
ラ
ン
の
作
成
』の
実
施
と
評
価
」

■２ 

曽
我  

浩
之　

教
授

「
刺
激
量
・
時
間
・
タ
イ
ミ
ン
グ　

機
械
刺
激
が
筋
萎
縮
を

抑
え
る
効
果
は
何
に
よ
っ
て
高
ま
る
か
？
」

■３ 

川
邊  

弘
之　

教
授

「
聴
覚
障
害
学
生
の
た
め
の
聴
講
支
援
シ
ス
テ
ム
│『
質
よ
り

量
』の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
音
声
認
識
│
」

■４ 

野
口  

雅
弘　

講
師

「
物
理
的
刺
激
の
血
管
内
皮
機
能
へ
の
影
響
と
生
活
習
慣
に

よ
る
影
響
の
違
い
に
つ
い
て
の
実
験
研
究
」

■５ 

永
井  

将
太　

講
師

「
回
復
期
脳
卒
中
患
者
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
訓
練
用
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス

の
作
成
と
そ
の
効
果
検
証
に
関
す
る
研
究
」

■６ 

瀬
戸  

就 

一　

教
授　
（
短
大
部
）

「
聴
覚
障
害
学
生
に
教
員
の
熱
意
を
伝
え
る
感
情
フ
ォ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
開
発
」

 

 

　
　
　

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
石
川  

各
事
業  

採
択
状
況

　

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
石
川
は
、石
川
県
内
の
全
て
の
高
等
教

育
機
関（
大
学
、短
期
大
学
、高
等
専
門
学
校
）が
連
携
し
て
、教

育
交
流
・
情
報
発
信
・
調
査
研
究
等
を
行
い
、高
等
教
育
の
充
実
・

発
展
及
び
地
域
社
会
の
学
術
・
文
化
・
産
業
の
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
組
織
で
す
。平
成
22
年
度
の
採
択
・

交
付
者
は
左
記
の
通
り
で
す
。

〈
地
域
課
題
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
支
援
事
業
〉

■１ 

岡
村 

綾
子　

講
師

「
内
灘
町
地
区
福
祉
活
動
の
実
践
的
研
究
」

■２ 

黒
川  

威
人　

教
授　
（
短
大
部
）

「
雪
だ
る
ま
ま
つ
り
の
グ
レ
ー
ド
を
高
め
、且
つ
、伝
統
的
街

並
み
を
引
き
立
た
せ
る
た
め
の
映
像
の
効
果
的
応
用
」

〈
地
域
貢
献
型
学
生
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
〉

■１ 

三
浦  

哲
志　

講
師　
（
短
大
部
）

「『
山
の
じ
い
ち
ゃ
ん
・
ば
あ
ち
ゃ
ん
』世
代
間
交
流
事
業
」

「
大
学
教
育
・
学
生
支
援
推
進
事
業
」

学
生
支
援
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム 

状
況
報
告

　　

昨
年
度
、採
択
さ
れ
た「
早
期
に『
社
会
人
力
』基
盤
を
確
立
す

る
キ
ャ
リ
ア
教
育
」取
組
は
、２
年
目
と
な
る
今
年
度
も
引
き
続

き
、就
職
・
各
種
資
格
支
援
等
、在
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
・

支
援
体
制
を
強
化
し
、「
社
会
人
力
」向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

Topics

視覚障害の疑似体験



公
開
講
座

今
年
度
も
５
月
１
日
か
ら
10
月
30
日（
各
土
曜
日
、全
20

講
座
）に
か
け
、短
大
部
と
の
共
同
事
業
と
し
て「
金
城
大
学
・

金
城
大
学
短
期
大
学
部
公
開
講
座
」を
実
施
し
ま
し
た
。大
学
・

短
大
部
の
先
生
方
に
よ
る
健
康
や
生
活
に
根
付
い
た
講
義
が

行
わ
れ
、地
域
の
方
々
を
中
心
に
、今
年
も
多
く
の
聴
講
者
が

あ
り
ま
し
た
。な
お
、平
成
23
年
度
も
同
時
期
に
実
施
予
定
な
の

で
、大
学
・
短
大
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
ご
参
照
の
上
、是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

ゆ
う
が
く
広
場
・
悠
遊
健
康
サ
ー
ク
ル

介
護
福
祉
コ
ー
ス
に
よ
る
地

域
の
高
齢
者
の
方
々
と
の
交
流

を
通
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
事
業
と
し
て「
ゆ
う
が
く
広

場
」を
、理
学
療
法
学
科
に
よ
る

白
山
市
と
本
学
が
連
携
し
た
地

域
在
住
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、健
康
体

操
な
ど
を
本
学
学
生
と
交
流
し

な
が
ら
行
う
健
康
維
持
・
改
善

講
座
事
業
と
し
て「
遊
悠
健
康

サ
ー
ク
ル
」を
実
施
し
て
い
ま

す
。地
域
の
方
々
か
ら
も
た
い
へ

ん
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。活
動
状
況
等
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

北
國
健
康
生
き
が
い
支
援
事
業

北
國
新
聞
社
と
の
共
催

に
て
、一
般
の
方
を
対
象
に

し
た
通
年
事
業
と
し
て

「
社
会
福
祉
講
演
会
」
、

「
医
療
健
康
講
演
会
」
、

「
福
祉
創
造
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。今
年

度
は
７
月
31
日（
土
）に
医

療
健
康
学
部
武
田
功
教
授

に
よ
る「
老
人
を
寝
た
き
り

に
さ
せ
な
い
た
め
」、９
月

18
日（
土
）に
社
会
福
祉
学

部
松
浦
万
里
子
教
授
に
よ

る「
あ
な
た
と
私
の
福
祉
観

〜
豊
か
な
老
後
の
た
め
に

乗
り
越
え
る
べ
き
課
題
〜
」を
開
催

し
、多
く
の
聴
講
者
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
21
日
（
日
）に
は
、

「
第
５
回
福
祉
創
造
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

（
詳
細
に
つ
い
て
は
、裏
面
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。）の
開
催
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
の
で
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

卒
業
生
の
施
設
利
用

卒
業
生
の
皆
さ
ん
も
図
書
館
所
蔵
資
料
の
閲
覧
・
複
写
・
貸
出

が
で
き
ま
す
。（
貸
出
期
間
の
延
長
は
で
き
ま
せ
ん
。）

《
貸
出
冊
数
》 

３
冊　
《
貸
出
期
間
》２
週
間（
雑
誌
は
除
く
）

※
必
ず
事
前
に
図
書
館
ま
で
連
絡（
０
７
６

-

２
７
６

-

４
４

１
２
）し
て
く
だ
さ
い
。そ
の
際
、卒
業
年
度
・
学
籍
番
号
・
学
科
・

名
前
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
利
用
の
際
は
現
住
所
等
を
確
認
で
き
る
も
の（
免
許
証

な
ど
）を
持
参
し
、カ
ウ
ン
タ
ー
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
利
用
日
・
時
間
は
在
学
生
と

同
様
で
す
。

ま
た
、卒
業
生
が
勉
強
会（
自

主
ゼ
ミ
・
研
究
会
）を
実
施
で
き

る
環
境（
場
所
）整
備
と
し
て
、平

日
夜
、土
曜
日
な
ど
に
小
講
義

室
・
演
習
室
等
を
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。な
お
、実
際
の
使

用
に
係
る
手
続
き
等
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

退
職
教
職
員
の
ご
案
内

社
会
福
祉
学
部
の
棚
田
洋
一
教
授
、平
下
政
美
教
授
、

医
療
健
康
学
部
の
野
村
岳
而
教
授
、木
村
朗
教
授
及
び

事
務
職
員
の
南
眞
代
さ
ん（
保
健
室
）が
３
月
末
で
退
任

さ
れ
ま
し
た
。

Academic Activities

特
別
研
究
活
動
成
果
報
告
会  

開
催
報
告

　

本
学
教
員
を
対
象
に
、学
内
競
争
的
資
金
と
し
て
交
付
さ
れ
る

特
別
研
究
費
・
国
外
研
究
費
に
採
択
さ
れ
た
研
究
活
動
に
つ
い

て
、平
成
22
年
度
は
６
月
28
日（
月
）、30
日（
水
）、７
月
１
日

（
木
）の
３
日
間
で
、全
13
件
の
活
動
報
告（
平
成
21
年
度
交
付
者

に
よ
る
報
告
）を
行
い
ま
し
た
。平
成
22
年
度
の
発
表
者
は
左
記

の
通
り
で
す
。

■１ 

下
村  
有
子　

教
授

「
五
感
に
よ
る
温
泉
イ
メ
ー
ジ
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
」

■２ 

永
井  

将
太　

講
師

「
ミ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー（M

irror Therapy

）の
効
果
検
証
に

関
す
る
研
究
」

■３ 

小
島  

聖　

講
師

「
若
年
健
常
者
に
お
け
る
足
部
形
態
が
足
趾
筋
力
と
立
位

バ
ラ
ン
ス
の
及
ぼ
す
影
響
」

■４ 

野
口  

雅
弘　

講
師

「
日
本
の
青
年
男
子
に
お
け
る
低
強
度
運
動
前
後
の
血
管

内
皮
機
能
の
変
化
」

■５ 

山
本  

拓
哉　

助
手

「
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
歩
行
時
に
お
け
る
骨
盤
後
下
方
牽
引
が

下
肢
筋
活
動
に
及
ぼ
す
影
響
」

■６ 

田
中  

克
恵　

講
師

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
終
末
期
ケ
ア
の
実
施
に

繋
が
る
施
設
の
構
造
〜
北
陸
三
県
の
調
査
結
果
か
ら
〜
」

■７ 

寺
尾  

研
二　

講
師

「
下
肢
に
対
す
る
温
熱
刺
激
の
範
囲
が
姿
勢
制
御
機
能
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
の
研
究
」

■８ 

佐
々
木  

賢
太
郎　

講
師

「
階
段
動
作
に
お
け
る
支
持
脚
の
運
動
解
析
〜
ジ
ャ
イ
ロ
セ
ン

サ
ー
を
用
い
た
回
旋
運
動
の
検
討
〜
」

■９ 

川
邊  

弘
之　

教
授

「
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
に
お
け
る『
質
よ
り
量
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』の
数
学

的
検
証
と
仮
想
ノ
ー
ト
テ
ー
カ
ー
」

■10 

大
塚  

郁
朗　

教
授

「『
気
に
な
る
』子
を
担
当
す
る
保
育
士
の
意
識
に
関
す
る
調
査
Ⅱ
」

■11 

内  

慶
瑞　

准
教
授

「
滑
川
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
展
開
過
程
に
お
け
る
考
察
」

■12 

木
林  

勉　

准
教
授

「
高
齢
者
に
お
け
る
運
動
機
能
評
価
の
検
証
」

■13 

神
谷  

晃
央　

講
師

「
股
関
節
体
操
時
の
筋
活
動
の
特
徴
と
即
時
的
効
果
」

研
究
成
果
最
適
展
開
支
援
事
業（
A
│

S
T
E
P
）  

採
択
状
況

　

独
立
行
政
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
に
よ
る
研
究
成
果
最
適

展
開
支
援
事
業（
A
│
S
T
E
P
）「
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ス
タ
デ
ィ

（
探
索
タ
イ
プ
）」に
つ
い
て
、平
成
22
年
度
の
採
択
・
交
付
者
は

左
記
の
通
り
で
す
。

■１ 

神
谷  

晃
央　

講
師

「
身
体
活
動
援
助
型
車
い
す
の
研
究
開
発
│
最
適
な
シ
ー
ト

の
傾
斜
と
形
状
の
検
討
│
」

科
学
研
究
費
補
助
金  

採
択
状
況

　

文
部
科
学
省
及
び
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
に
よ
る

科
学
研
究
費
補
助
金
は
、人
文
・
社
会
科
学
か
ら
自
然
科
学
ま
で

全
て
の
分
野
に
わ
た
り
、豊
か
な
社
会
発
展
の
基
盤
と
な
る
独

創
的
・
先
駆
的
な
研
究
に
対
す
る
助
成
制
度
で
す
。平
成
22
年
度

の
採
択
・
交
付
者
は
左
記
の
通
り
で
す
。

■１ 

木
谷  

尚
美　

准
教
授

「
健
康
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
認
知
症
準
備
教
育『
認
知
症

マ
イ
プ
ラ
ン
の
作
成
』の
実
施
と
評
価
」

■２ 

曽
我  

浩
之　

教
授

「
刺
激
量
・
時
間
・
タ
イ
ミ
ン
グ　

機
械
刺
激
が
筋
萎
縮
を

抑
え
る
効
果
は
何
に
よ
っ
て
高
ま
る
か
？
」

■３ 

川
邊  

弘
之　

教
授

「
聴
覚
障
害
学
生
の
た
め
の
聴
講
支
援
シ
ス
テ
ム
│『
質
よ
り

量
』の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
音
声
認
識
│
」

■４ 

野
口  

雅
弘　

講
師

「
物
理
的
刺
激
の
血
管
内
皮
機
能
へ
の
影
響
と
生
活
習
慣
に

よ
る
影
響
の
違
い
に
つ
い
て
の
実
験
研
究
」

■５ 

永
井  

将
太　

講
師

「
回
復
期
脳
卒
中
患
者
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
訓
練
用
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス

の
作
成
と
そ
の
効
果
検
証
に
関
す
る
研
究
」

■６ 

瀬
戸  

就 

一　

教
授　
（
短
大
部
）

「
聴
覚
障
害
学
生
に
教
員
の
熱
意
を
伝
え
る
感
情
フ
ォ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
開
発
」

 

 

　
　
　

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
石
川  

各
事
業  

採
択
状
況

　

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
石
川
は
、石
川
県
内
の
全
て
の
高
等
教

育
機
関（
大
学
、短
期
大
学
、高
等
専
門
学
校
）が
連
携
し
て
、教

育
交
流
・
情
報
発
信
・
調
査
研
究
等
を
行
い
、高
等
教
育
の
充
実
・

発
展
及
び
地
域
社
会
の
学
術
・
文
化
・
産
業
の
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
組
織
で
す
。平
成
22
年
度
の
採
択
・

交
付
者
は
左
記
の
通
り
で
す
。

〈
地
域
課
題
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
支
援
事
業
〉

■１ 

岡
村 

綾
子　

講
師

「
内
灘
町
地
区
福
祉
活
動
の
実
践
的
研
究
」

■２ 

黒
川  

威
人　

教
授　
（
短
大
部
）

「
雪
だ
る
ま
ま
つ
り
の
グ
レ
ー
ド
を
高
め
、且
つ
、伝
統
的
街

並
み
を
引
き
立
た
せ
る
た
め
の
映
像
の
効
果
的
応
用
」

〈
地
域
貢
献
型
学
生
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
〉

■１ 

三
浦  

哲
志　

講
師　
（
短
大
部
）

「『
山
の
じ
い
ち
ゃ
ん
・
ば
あ
ち
ゃ
ん
』世
代
間
交
流
事
業
」

「
大
学
教
育
・
学
生
支
援
推
進
事
業
」

学
生
支
援
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム 

状
況
報
告

　　

昨
年
度
、採
択
さ
れ
た「
早
期
に『
社
会
人
力
』基
盤
を
確
立
す

る
キ
ャ
リ
ア
教
育
」取
組
は
、２
年
目
と
な
る
今
年
度
も
引
き
続

き
、就
職
・
各
種
資
格
支
援
等
、在
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
・

支
援
体
制
を
強
化
し
、「
社
会
人
力
」向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

Topics

視覚障害の疑似体験
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同窓会会員の皆様へ
この度、同窓会会報誌を発刊、発送させていただきますので、ご一読いただければ幸いです。
今回の発送に際しまして、現住所等に変更がある方もいることと思います。そこで、送付先、

氏名等に変更のある方、変更後連絡をしてない方につきましては、メール・電話・ＦＡＸ（※下記
参照）にてご連絡くださいますようよろしくお願いいたします。なお、ご連絡いただきました個人
情報につきましては、同窓会関係の連絡のみに使用させていただきます。
　今後とも、同窓会の活動に、ますますのご理解・ご協力の程、よろしくお願いいたします。

大学案内・募集要項
http://telemail.jp
テレメール／資料請求受付（24時間）
●音声ガイダンスに従って資料番号を入力してください。
　IP電話 050-8601-0101
●資料請求番号　160793 （2日で資料が届きます。）
※お急ぎの場合は、本学へ直接ご連絡ください。

金城大学の建学理念等
建学理念

明日の福祉社会を先導する福祉のリーダー的存在の養成

教育理念

目的及び使命 教育目的
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金城大学同窓会

教育基本法および学校教育法の精神に則り、広く知識を授けるとともに、深く専門の
学芸を教授研究し、知的、道徳的および応用的能力を養い、文化の向上および社会
の福祉に寄与する人材を育成することを目的とする。（学則第1条）

社会福祉、保育及び幼児教育、または医療及び健康を担う総合力と旺盛な意欲、
職場の即戦力につながる社会人の基礎、そして社会で幅広く活躍する積極性を身に
つけ、福祉の心を持ったエキスパートとして卒業生を社会に輩出する。

教育とは、教員と学生との全人格のぶつかり合いの中から生まれてくる学生への良い
影響である。学生とともに毎日学内で過ごす生活そのものが教育である。
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